
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

日本 にお ける平和教育の 共 時的 ・ 通時的位置づ け

山本貴之 （東京大 学大学院）

1　問題 設定
〜平和教育と保守的ナ シ ョ ナ リズ ム の 関係性〜

　平和教育は、「平和にっ い て の教育」 と 「平和の

た め の 教育」に大別 される。 日本における平和教

育に関 して
一
般的にイメ

ージされ るの は、前者の

「平和 につ い て の 教育」 で あり、広島 ・長崎 ・沖

縄の戦争体験 の 継承 をメイ ン イ シ ュ
ー

とする平和

教育で あろ う。

　 日本 における平和教育は、戦争体験の継承を通

して 、 戦争に対 して積極的に異議 を唱えて きた教

育分野で あるc そ の ため、平和教育自体が現在の

保守的ナ シ ョ ナ リズ ム の議論の 対極に位置づ けら

れ る もの と認識 されて い る 。 しか し、 日本にお け

る平和教育は戦争体験の継承が メイン イ シ ュ
ー

で

あるため、戦争に関する国民の 歴 史認識形成 ・価

値観形成に大きく寄与する 。
こ の 点で 、 日本にお

ける平和教育は、従軍慰安婦問題 ・沖縄戦の解釈

問題等で議論が起 こ っ て い る、規在の保守的ナ シ

ョ ナ リズム の 文脈 と関連性を有して い る 。 本発表

で は、平和教育の 国際比較 と日本における平和教

育の 歴史背景をみる こ とによ り、「日本にお ける平

和教育と現在 の 保守的ナ シ ョ ナ リズ ム の 関係 性 を

問 い 直すこ と」 を 目的と して い る。

　こ の 目的に 従 い
、 まず国際的 な平和教育の 取 り

組みを概観する。平和教育の潮流や国ごとの多様

性を比較する こ とによ っ て 、日本における平和教

育の特徴が浮かび上がる。 次に、日本にお ける平

和教育の 特徴が歴史的に どの よ うに形成 されたの

か を概観する。 具体的には 、 戦争体験を後世に継

承す る とい うメインイシ ュ
ーと、戦争体験の風化

へ の 懸念 との 問の 葛藤が 、日木にお ける平和教育

にみ られ る特徴で ある。こ の国際比較 ・歴史記述

か ら見 える 日本における平和教育の 独自性 とは、
「戦争体験の継承 と、戦争体験の風化 へ の懸念 と

の 聞の葛藤に対処する形で、戦争体験に対す る認

識 ・解釈に関す る教育が 焦点化 され て きた 」 こ と

である 。

　 しか し現在、「新 しい 歴史教科書をつ くる会」（以

下、「つ くる会」） と平和教育、とい う対立 関係が

生まれて い る。本発表の 結論部にお い て は、こ の

対立 関係 の 現在 の 形態にみ られる、「日本における

平和教育が、反戦思想 との対極に位置する保守的

ナ シ ョ ナ リズ ム の流れ の端緒 とな っ て い る、とい

うパ ラ ドキ シ カル な現象」 を提示する。

　こ の 結論を以て本発表は、保守的ナシ ョ ナ リズ

ム との 関連匪を通 じて 、 平和教育学研究をメタ的

に捉え直す試みである とい えよう。

2　平和教育の 国際比較
〜 平和教育の理論的

”

景の多様性〜

　現在の平和教育にお ける 「平和」 の概念につ い

て 、ガル トゥン グ（J．Galtun多は暴力 の 形態 を考

察する こ とか ら背反的に、「消極的平和 （戦争の な

い 状態）」 と 「積極的平和 （構造的暴力が不在で あ

る状態）」 を定義 した。ガル トゥ ン グの 定義に基づ

い て 、平和教育は多様な教育分野 との相互 展開を

見せ てきた 。

　ハ リス （LM ．　Harris）は こ の相互展開を分析 し、

21 世紀初頭の 現在 における平和教育が 5 っ の 潮

流か ら構成され て い る、と述べ る。具体的に は、

国際理解教育 ・人権教育・開発教育 ・環境教育 ・

紛争解決教育、の 5つ で ある。こ の よ うに、多様

な教育分野 の 理論 ・実践を背景に もつ 国際的な平

和教育の枠組み と、歴史的 ・政治的 ・教育的 ・人

種民族 的背景要囚の 違 い は 、 国による多様陸 ・独

自性を生み 出して い る。

　国際比較を通 じて 、日本における平和教育の特

徴は 「第二 次世界大戦で の 被害 ・加害体験を入れ

て い る 」「核抑 ヒ論は容認 されず、反核平和主義的」

等である と言われて い る 。

　以 ヒをま とめると、諸外国の平和教育に は、歴

史 ・政治 ・教育 ・
人種民族等の 背景 の 差異か ら、

様々 な平和教育の 理論的背景 ・実践 の 多様陸がみ

られ る 。 対 して 日本では、戦争体験 ・
原爆体験 と

い う固存性が平和教育の特徴として 際立 っ て い る。

3　 日本に お ける平和教育の歴史的展開
〜平和教育の 発展と平和教育批判〜

　日本 の 平和教育が本格的に議論 され始めたの は

1950年代からで ある。日教組や各県教組によ っ て

政治運動 として の 平和教育が展開 され 、戦争体験

の 継承が平和教育実践 の 中心 と して位置づ けられ
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た。1960 年代に入 る と、高度経済成長 ・進学率の

急上昇を背景に、戦争体験の 風化が懸念され始め

た 。 1970年代を通 じて 広島 ・長崎に 関する原爆学

習が発展 した。また、1972年の 沖縄返還を機に、

沖縄戦に関する学習が広 ま っ た。
1980 年代には 、

「ア ジア を教える こ と」 が注目され、侵略戦争 と

植民地支配の 史実が平和教育に導入 され るよ うに

なっ た 。 1990年代に入 り、戦争体験の 継承を中心

としつ つ も、構造的暴力 の 問題 、人権教育、国際

理解教育などの 総合的な展開がみ られ るよ うにな

っ た 。

…・方で は、1990 年代半ばか ら戦争加害体験

の視点が平和教育に導入 され る。1990年代の平和

教育に お い て特筆すべ きは 、 戦争加害体験を教え

る平和教育に対 し て、藤岡信勝や高橋史朗か ら「自

虐的な平和教育」 とい う批判があが っ た こ とで あ

ろ う。2000 年代に入 っ た現在 の 平和教育に関 して

は、戦争体験 の 風化、社会科教科書の戦争 ・原爆

記述の減少 、 高校生 の 広島 ・長崎 へ の修学旅行の

減少がみられる。更に、「っ くる会」 の 歴史 （及び

公民）教科書の検定 ・採択をめぐる議論は社会問

題 と して重要で あろ う。

　以上 の歴史的背景を総括すると 、 日本では 1950

年代か ら日教組主導の戦争体験継承型の 平和教育

が実践され、方法論的な研究が蓄積され て きた こ

とがわかる 。 近年に お い て は 、グ ロ ーバ リゼーシ

ョ ン の 影響下で国際理解教育 ・人権教育 ・環境教

育など 、 諸外国の 取り組みを 日本における平和教

育にも積極的に導入する流れ がみ られ る。しか し、

戦争体験継承型の 平和教育は戦争体験の 風化へ の

懸念 との 葛藤の 中で 、現在まで 目本における平和

教育の メイ ン イ シ ュ
ー

であ り続けた こ とは疑 うべ

くもない 。戦争体験継承型 の 平和教育に対 して 最

も影響力の あっ た批判は、従来の 平和教育 の 内

容 ・方法へ の 見直しを迫っ た、藤岡 ・高橋の批判

で あっ た。こ の藤岡 ・高橋 の 「自虐的な平和教育」

批判に対 して 平和教育研究者 ・実践者か ら反批判

が加えられ て きた 。 し か し、今や平和教育の 内容 ・

方法 へ の 批判か ら端を発 した こ の 「自虐的な平和

教育」 の 問題は、歴史教科書批判を経て、現在の

社会問題にまで発展 して い る。

4　総括
〜 平和教育を通 じてみえる社会問題の端緒〜

　以上 の 平和教育に関する国際比較 ・歴史的背景

の 記述か ら、「日本 における平和教育＝戦争体験 の

継承」 とい う特徴をみる こ とが で きた 。 こ の戦争

体験継承型 の 平和教育は被害者 （そ して加害者）

として の 日本の 経験 の 貴重 さゆえに現在ま で保持

され て きた e そ して 、そ の経験の 貴重さゆえに、

風化が懸念され続け て お り、継承の重要性は時が

経つ に つ れ増し て い る とい えよ う。

　 しか し、多様な展開を見せ て い る平和教育の枠

組み の 中で、それ でもなお戦争体験の 継承 に重点

を置き続けて きた こ とによ っ て 生 じた現象にも着

目せね ばな らない
。 具体的には、平和教育に関す

る言説の 内部で生 じた内容 ・方法 の 議論が 、 藤岡 ・

高橋をは じめ とする 「つ くる会」 の思想的 ・政治

的運動展開との 対立 を経て、現在 の 日本の 保守的

ナ シ ョ ナ リズ ム の 議論に まで発展 し て い る こ とで

ある。 平和教育の言説内で の議論が、保守的ナシ

ョ ナ リズ ム の 言説 との 親和性ゆえに、国内 ・国際

社会の 問題に飛び火するに至 っ た。

　 こ の
一

連の 流れをみて みると、平和教育の 内

容 ・方法とい う平和教育分野内部での批判 ・反批

判の構造が、「平和教育」対 「つ くる会」 とい う対

立関係 に変化 した こ とが窺え る。そ して 、最終的

に は 「つ くる会」 とい う平和教育の 外部にあるグ

ル ープが、歴史 （及び公民）教科書の採択を通 じ

て、平和教育全体を直接的に従属的位置づ けの 下

に置 く、とい うシ ス テ ム が構築され るに至 っ た。

　総 じ て、現在の保守的ナ シ ョ ナ リズ ム と 「っ く

る会」 との親和の
一

連の流れの端緒として、日本

にお ける平和教育の 独自性 を指摘す るこ とが 可能

で あろ う。こ こ に、反 戦思想に 基 づ き戦争体験 の

継承 をメイ ン イ シ ュ
ー

と して きた平和教育が、反

戦思想 との対極に位置する保守的ナ シ ョ ナ リズ ム

の 流れ の 端緒 となっ て い る、とい うパ ラ ドキ シ カ

ル な現象がみ て とれる。

　こ の 現象に関する原因の所在が平和教育の み に

ある 、 と明確に指摘する こ とはできない 。 それで

も、責任の
一

端は平和教育研究者 ・実践者の負 う

とこ ろである、とい う批判は妥当で あろ う。現在、

日本 に お け る 平和教育は 現場の 教師た ちの 日々 の

実践 の 中で取 り組まれ てい る。 こ の事実を見落 と

すこ となく、上述の社会問題に対峙 して い くこ と

が、これ からの 平和教育研 究者の 責務で あろ う。
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